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１．２ 紙コップの不思議（物理分野）

(1) 研究開発の課題（研究概要）

鏡の上にお湯を入れた紙コップを置くと鏡に曇りが生じる。この正体を探究する。

(2) 研究開発の経緯

曇りの正体は何か、なぜ生じるのか、の２点について仮説をたて、検証実験を行う。

(3) 研究開発の内容

ア 仮説（ねらい、目標）

本事業は科学への関心や批判的思考力などの「科学リテラシー」を促すことができる。

イ 研究の内容・方法

該当教科 SSH物理概論

対象生徒 普通科１年生徒 ８学級

実施場所 本校 物理実験室

実施内容

実験 様々な材質のコップや温度の異なるお湯、

サランラップやアルミ箔などを用いて、

曇りの有無を調べる。

発表 班ごとで、探究の結果を発表する。

ウ 検証（成果と反省）

生徒の感想から

・初めは何をすればよいのか全くわからなくて戸惑ったが、だんだんと何をすればよいのかがわかっ

てきて面白くなってきた。

・自分の考えを上手に人に伝えることの難しさがわかった。

・正解がわからない問題を考えるのは難しいが、同時に面白くもある。

現象としては単純明快であり、生徒も仮説を立てやすかったと思われる。しかし、そ

の検証となると話は別で、特定の物理量だけをいかにして変化させるか、という点で怪

しい実験を行うグループも少なからずあった。とりあえずやってみようという、試行錯

誤が許される実験（時間）が新鮮であったことも理由としては考えられる。この取組（７

月上旬）が、夏休み中の課題研究につながることも期待している。

アンケートによれば、自分の考えを人に伝える点でやや低い評価が出たが、その後に

行った講演｢効果的な発表について｣の後には、ほとんどの生徒がプレゼンテーション能

力が向上したと答えている。今後も発表の機会を数多く設定し、コミュニケーション能

力の向上も図っていきたい。

実験の様子
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（１）内容に興味・関心を持てました

か？

（２）内容は理解できましたか？

（３）自分から積極的に取り組むことが

できましたか？

（４）他の人と協力して進めることがで

きましたか？

（５）実験や考察が進むように、自分

から提案や意見をすることができまし

たか？

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ （％）

33

26

29

36

55

49

52

48

11

24

18

15

1

1

1

1

（６）班内では意見を出し合って実験方

法を考え、協同で進めることができまし

たか？

（７）自分の考えをうまく他の人に伝える

ことができましたか？

（８）時間内にじっくりと現象と観察をす

ることができましたか？

（９）今までに習った理科の知識と結び

つけて考えることができましたか？

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ （％）


